
公 　告
開催日時 : 令和 ６ 年 5 月 20 日㈪
　　　　　通常総会／午前 11 時～　通常総代会／午後１時～
開催場所 :「大阪府美容会館」

令和 6 事業年度通常総会ならびに通常総代会
「大阪府美容会館」で 5 月 20 日㈪開催 大阪市中央区島之内 1-21-13

※地下鉄堺筋線「長堀橋駅」⑥⑦番出口から徒歩 3 分

令
和
６
事
業
年
度
通
常
総
会
議
案

会
議
の
目
的
た
る
事
項　

第
１
号
議
案　

総
代
選
任
の
件

令
和
６
事
業
年
度
通
常
総
代
会
議
案

１
．
会
議
の
目
的
た
る
事
項

議
案
審
議

第
１
号
議
案　

令
和
５
事
業
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
件

第
２
号
議
案　

令
和
５
事
業
年
度
大
阪
府
美
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
収
支
決
算
書
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案　

令
和
５
事
業
年
度
大
阪
府
美
容
会
館
収
支
決
算
書

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案　

令
和
５
事
業
年
度
大
阪
府
美
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
貸
借
対
照
表（
美
容
会
館
含
む
）財
産
目
録（
美

容
会
館
含
む
）
並
び
に
剰
余
金
の
処
分
案
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件

第
５
号
議
案　

令
和
５
事
業
年
度
大
美
互
助
会
事
業
報
告
並
び
に

貸
借
対
照
表
及
び
収
支
決
算
書
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件

第
６
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
借
入
金
の
額
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件

第
７
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件

第
８
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
の
組
合
員
に
対
す
る
組
合
費
の

賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件

第
９
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
大
阪
府
美
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
１０
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
大
阪
府
美
容
会
館
会
館
管
理
賦

課
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
１１
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
大
阪
府
美
容
会
館
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
１２
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
大
美
互
助
会
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
１３
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
大
阪
府
美
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
災
害
積
立
金
の
額
及
び
徴
収
方
法
並
び
に
収
支

計
算
書
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
１４
号
議
案　

教
育
な
ら
び
に
技
術
委
員
会
廃
止
に
伴
う
「
教
育

並
び
に
技
術
委
員
会
規
程
」
の
廃
止
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件

第
１５
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
な
ら
び
に
監
事
の
選
任
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
１６
号
議
案　

員
外
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

大
美
生
火
災
共
済
会

１
．
会
議
の
目
的
た
る
事
項

議
案
審
議

第
１
号
議
案　

令
和
５
事
業
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
件

第
２
号
議
案　

令
和
５
事
業
年
度
大
美

生
火
災
共
済
会
貸
借
対

照
表
並
び
に
収
支
決
算

書
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
件

第
３
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
会
員

に
対
す
る
大
美
生
火
災

共
済
会
の
会
費
の
額
及

び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案　

令
和
６
事
業
年
度
大
美

生
火
災
共
済
会
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件

大
阪
府
美
容
政
治
連
盟

１
．
会
議
の
目
的
た
る
事
項

議
案
審
議

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
事
業
報
告
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件

第
２
号
議
案　

令
和
５
年
大
阪
府
美
容

政
治
連
盟
収
支
決
算
書

並
び
に
貸
借
対
照
表
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件

第
３
号
議
案　

令
和
６
年
大
阪
府
美
容

政
治
連
盟
会
費
の
額
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る

件
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２
０
２
４
年
３
月
４
日
㈪
に
「
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
先
生
方
に
よ
る
技
術
を
間
近
で
体
感
し
受
講

出
来
る
新
し
い
時
代
の
ア
タ
ラ
シ
イ
カ
タ
チ
」
と
題

し
て
大
阪
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
美
容
協
議
会
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
ル
ベ
ル

／
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
株

式
会
社
様
と
株
式
会
社
ワ

ー
ル
ド
美
容
様
の
ご
協
力

の
も
と
、
組
合
員
様
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
て
実
施

致
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
カ
ラ
ー
の
第
一

人
者
と
し
て
多
く
の
サ
ロ

ン
や
講
習
会
で
講
師
を
さ

れ
て
い
る
、
堀
内
孝
章

氏
（
ｉ
ｌ
ｏ
）
を
お
迎
え

し
「
グ
レ
イ
カ
ラ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
提
案
と
２
０
２
４

年
春
夏
の
シ
ー
ズ
ン
提
案
」

　

全
日
本
美
容
講
師
会
大
阪
支
部
主
催
の
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
講
習
会
＆
懇
親
会
が
令
和
６
年
３
月
１１
日
㈪

に
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

を
テ
ー
マ
に
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
講
義

頂
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
写
真
撮
影

も
可
能
で
、
受
講
者
の
皆

さ
ま
は
堀
内
氏
の
講
義
内

容
を
メ
モ
さ
れ
た
り
、
写

真
を
撮
る
等
熱
心
に
学
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

白
髪
を
活
か
し
て
ナ
チ

ュ
ラ
ル
な
カ
ラ
ー
に
仕
上

げ
る
技
術
を
紹
介
頂
き
、

白
髪
を
隠
す
の
で
は
な
く
、

白
髪
を
美
し
く
見
せ
る
こ

と
で
大
人
の
魅
力
を
引
き

出
し
、
年
齢
に
関
係
な
く

大
阪
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
美
容
協
議
会
研
修
会

於
：
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都　
４
階　
暁
雲
の
間

全日本美容講師会大阪支部主催

テーブルマナー講習会＆
懇親会開催

　

こ
の
講
習
会
は
、
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス

を
楽
し
み
な
が
ら
、
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
と
い

う
も
の
で
、
ス
マ
ー
ト
な

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
マ
ナ
ー
教

育
係
の
方
に
講
師
を
務
め

て
頂
き
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ

ー
の
歴
史
や
テ
ー
ブ
ル
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
説

明
か
ら
始
ま
り
、
宴
席
で

の
乾
杯
時
の
正
式
な
グ
ラ

ス
の
持
ち
方
や
、
様
々
な

社
交
場
面
で
の
適
切
な
振

る
舞
い
に
つ
い
て
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
料
理
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

料
理
に
合
わ
せ
た
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
も
解
説
頂
き
ま

し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
食
事
会
に

お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て

振
る
舞
う
た
め
に
非
常
に

役
立
つ
内
容
で
、
今
回
、

私
自
身
も
受
講
し
日
常
生

活
で
忘
れ
が
ち
な
マ
ナ
ー

を
再
学
習
す
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
全
日
本
美
容
講

師
会
大
阪
支
部
で
は
、
美

容
技
術
だ
け
で
な
く
多
様

な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
も

役
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
育
部
長　

澤
田
洋
一

　

こ
の
研
修
会
は
、
全
日

本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

で
優
勝
経
験
の
あ
る
先
生

方
の
技
術
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
京
都
に
は
、
大
阪
・
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
美
容
師
の

皆
さ
ま
が
た
く
さ
ん
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
名
の
講
師
の
先
生
方

は
全
日
本
美
容
技
術
選
手

権
大
会
で
何
度
も
優
勝
さ

れ
て
い
る
、ま
さ
に“
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
”
で
す
。

　

大
阪
府
の
菊
池
先
生

は
、
３
０
０
回
を
超
え
る

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
と
優
勝

１
０
０
回
の
ギ
ネ
ス
記
録

を
目
指
さ
れ
て
お
り
、
驚

異
的
な
実
績
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
３
人
の

先
生
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
得

意
な
分
野
の
技
術
を
披
露

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

福
永
先
生
は
カ
ッ
ト
の

方
法
と
ブ
ロ
ー
の
技
術
を
、

森
先
生
は
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

競
技
の
展
示
と
洋
装
ブ
ラ

イ
ダ
ル
の
ア
ッ
プ
ス
タ
イ

ル
技
術
を
モ
デ
ル
を
使
い

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

菊
池
先
生
は
、
カ
ッ
ト

＆
ブ
ロ
ー
競
技
種
目
の
技

術
を
カ
ッ
ト
か
ら
ブ
ロ
ー

ま
で
コ
ン
ク
ー
ル
さ
な
が

ら
に
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

ど
の
技
術
も
と
て
も
繊

細
で
美
し
く
、
か
つ
効
率

的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、

先
生
方
の
手
さ
ば
き
や
仕

上
が
り
に
目
を
奪
わ
れ
ま

し
た
。

　

約
３
時
間
の
研
修
会
で

し
た
が
、
先
生
方
の
技
術

自
分
ら
し
い
カ
ラ
ー
を
楽

し
む
と
い
う
提
案
で
し
た
。

　

ま
た
Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
Ｌ
商
材

を
使
用
し
て
、
グ
レ
イ
カ

ラ
ー
の
施
術
方
法
や
薬
剤

の
選
び
方
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
で
の
実
践
的
な

技
術
や
コ
ツ
を
分
か
り
や

す
く
、
ま
た
グ
レ
イ
カ
ラ

ー
の
施
術
に
お
い
て
、
白

髪
の
割
合
や
髪
質
・
顔
型
・

肌
色
な
ど
を
考
慮
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
て

説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

施
術
例
の
紹
介
や
質
疑

応
答
の
お
時
間
も
あ
り
、

受
講
者
の
皆
さ
ま
も
グ
レ

イ
カ
ラ
ー
の
技
術
や
知
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

満
足
頂
け
る
講
習
会
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

受
講
さ
れ
た
先
生
方
か

ら
は
、「
グ
レ
イ
カ
ラ
ー

の
可
能
性
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」「
施
術
に
自
信

が
つ
い
た
」「
お
客
様
へ

提
案
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
美
容
生
活
衛
生

同
業
組
合
は
、
今
後
も
組

合
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
有
益

な
講
習
会
を
企
画
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

カ
ラ
ー
展
示
講
習
会
に

ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、
ご

協
力
を
頂
い
た
ル
ベ
ル
／

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
株
式

会
社
様
な
ら
び
に
株
式
会

社
ワ
ー
ル
ド
美
容
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

教
育
部
長　
　
　

澤
田 

洋
一

　

令
和
６
年
２
月
２６
日
㈪
に
大
阪
府
美
容
会
館

で
カ
ラ
ー
展
示
講
習
会
を
開
催
致
し
ま
し
た

を
間
近
に
見
て
学
び
、
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺

激
と
な
り
、
美
容
技
術
の

プ
ロ
と
し
て
お
客
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
参
加
で

き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
大
阪
・
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
美
容
協
議
会
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

教
育
部
長　

澤
田 

洋
一

★講師★
　福永茂輝氏（京都）
　森小夜佳氏（滋賀）
　菊池仁氏（大阪）

THE ROAD 
 TO VICTORY

株式会社ワールド美容様協力事業

カラー展示講習会
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トライアル加入キャンペーントライアル加入キャンペーン
（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月末日加入まで）

　今年度も美容組合では、トライアル加入キャンペーンを実施する
こととなりました。
㊟トライアル加入キャンペーンには条件がございますので、必ずご確認下さい。

トライアル加入対象者
①組合へ新規でご加入頂く方　② 組合脱退後 3 年を経過した方

※上記条件を満たしている場合でも、日本政策金融公庫の融資制度をご利用の
方は、通常加入となり、トライアル加入キャンペーンは対象外となりますの
で、ご了承ください。

キャンペーン内容
①組合加入時の
　【加入金　5,000 円　出資金　1,000 円　手数料　700 円】の
　支払が不要！（1 年後の正式加入時にお支払い頂きます）
② 加入日から 1 年間 組合費無料！
③ 美容所賠償責任補償制度掛金 1,600 円～ 400 円を組合で負担！
※年度更新の費用は別途必要となります。（加入日により補償期間、年度更新の

タイミングが異なります。詳細は事務局へお問合せください。）
④講習会や各種共済制度など通常の組合員と同じ制度を利用可能！
㊟日本政策金融公庫融資制度をご利用の際はトライアル加入期間中であっても

正式加入をして頂きます。

組合加入促進キャンペーンも組合加入促進キャンペーンも
継続中 !!継続中 !!

　令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日まで組合加入促進
キャンペーンを実施しております。
　組合への加入成立でご紹介者様に10,000円（加入支部
に 5,000 円）を贈呈致します。

【注意】申込書に必ず紹介者様のお名前をご記入下さい。記入がない場合
はお支払対象外となります。

この機会にぜひお知り合いの組合未加入サロンをご紹介下さい。
詳しくは、組合事務局までお問合せ下さいませ。

　
「
繋
」
は
３
年
前
に
新
役
員

体
制
と
な
っ
た
際
に
立
ち
上
が

っ
た
企
画
で
、
理
事
・
監
事
・

支
部
長
の
方
々
の
活
動
や
支
部

の
問
題
点
、
組
合
運
営
に
対
す

る
要
望
を
発
信
す
る
場
に
な
れ

ば
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
私
自
身
「
繋
」
の
取
材

を
通
し
て
組
合
員
の
皆
様
の

様
々
な
想
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
想
い
を
組
合
運
営

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
事
が

出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

取
材
を
さ
せ
て
頂
い
た
支
部

に
は
「
支
部
員
の
減
少
」「
高

齢
化
で
廃
業
に
よ
る
脱
退
」「
支

部
の
活
性
化
不
足
」「
若
い
世

代
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
難
し
さ
」
等
共
通
の
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
そ
の
課
題
解
決

の
一
助
と
す
る
た
め
、
組
合
未

加
入
者
が
加
入
し
や
す
い
よ
う

「
組
合
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
「
ト
ラ
イ
ア
ル
加
入
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
致
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
本
部
管
理
下
組
合

員
」
の
制
度
を
発
足
さ
せ
る
等
、

新
し
い
試
み
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
支
部
運
営

と
組
合
運
営
が
活
性
化
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
理
事
・
監
事
・
支
部
長
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
３
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

尚
、
過
去
の
「
繋
」
記
事
は

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
機
関
紙
」

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
！

広
報
経
営
事
業
部
長　
　
　

澤
田 

洋
一

　

令
和
６
年
２
月
１９
日
に

大
阪
府
警
本
部
に
て
実
施

さ
れ
た
「
オ
ー
ル
大
阪
特

殊
詐
欺
撲
滅
対
策
会
議
」

に
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

特
殊
詐
欺
と
は
、
犯
人

が
電
話
や
ハ
ガ
キ
等
で
親

族
や
公
共
機
関
の
職
員
を

名
乗
り
被
害
者
を
信
じ
込

ま
せ
、
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
っ
た

り
、
医
療
費
の
還
付
金
が

受
け
取
れ
る
等
と
謳
い
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
犯
人

の
口
座
に
送
金
さ
せ
る
犯

罪
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
の
中
で
被
害
の

多
い
も
の
と
し
て
、
以
下

の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

の
他
に
も
多
数
の
特
殊
詐

欺
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

・
還
付
金
詐
欺

　

・
架
空
料
金
請
求
詐
欺

　

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

詐
欺
盗

　

・
預
貯
金
詐
欺
盗

　

特
殊
詐
欺
へ
の
対
策
は

平
成
２７
年
度
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５

年
の
被
害
は
、
前
年
に
比

べ
増
加
し
た
そ
う
で
す
。

　

令
和
５
年
に
全
国
で
認

知
さ
れ
て
い
る
被
害
件
数

は
１
９
，
０
３
３
件
で
、

被
害
額
は
４
４
１
億
円
以

上
に
及
び
ま
す
。

　

特
に
大
阪
府
下
の
被
害

は
大
き
く
、
令
和
５
年
の

被
害
額
は
３６
億
円
以
上
に

及
び
、
全
国
４７
都
道
府
県

で
２
番
目
の
多
さ
と
な
り
、

全
国
の
被
害
額
の
８
％
以

上
が
大
阪
府
下
で
起
こ
っ

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　

過
去
最
多
の
被
害
と
も

言
わ
れ
、
被
害
者
の
８５
％

以
上
は
、
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
件
数
は
多
い
順
に
、

還
付
金
詐
欺
、
架
空
料
金

請
求
詐
欺
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
詐
欺
盗
と
続
き
、

今
で
も
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

で
約
６
億
円
の
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら

大
阪
府
民
を
守
る
べ
く
、

今
回
の
「
オ
ー
ル
大
阪
特

殊
詐
欺
撲
滅
対
策
会
議
」

が
開
か
れ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

警
察
や
金
融
機
関
ま
た

は
行
政
が
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
懸
命
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く

の
皆
様
と
連
携
を
強
化
し

な
け
れ
ば
被
害
を
防
ぐ
こ

と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

私
た
ち
の
大
切
な
お
客

様
の
財
産
を
守
る
意
味
で

も
、「
大
阪
府
民
を
大
阪

全
体
で
守
る
！
」
と
い
う

強
い
意
識
が
必
要
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
し
、
気
に
な
る
方
を

見
か
け
た
際
に
は
、
注
意

喚
起
や
ご
家
族
へ
の
お
声

掛
け
、
警
察
や
行
政
等
へ

の
相
談
を
勧
め
る
な
ど
、

出
来
る
事
か
ら
取
り
組
ん

で
頂
き
、
皆
様
の
大
切
な

方
が
被
害
に
あ
わ
れ
な
い

よ
う
に
と
願
っ
て
止
み
ま

せ
ん
。

　

今
も
な
お
、
特
殊
詐
欺

が
多
発
し
て
い
る
現
状
を

ご
理
解
頂
き
、
防
犯
対
策

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

常
務
理
事　

萩
平 

浩
一

ぜひ
この機会に！

繋

繋

Tsunagu Tsunagu

Tsunagu-01
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　BA おおさか NEWS で「繋」の
掲載を始めて約 3 年が経ちました。
　これまで私、広報部長の澤田が、
理事・監事・支部長の先生方に様々
なテーマでお話しを伺ってまいり
ました。
　今回、最終回を迎えるにあたり
今までの「繋」を振り返ってみた
いと思います。 最終回

オ
ー
ル
大
阪
特
殊
詐
欺
撲
滅
対
策
会
議 

出
席
報
告

★これまでの「繋」★　全 11 回
（敬称略）

vol. 掲載月 テーマ 取材先

1 R3.11 自社のサロン経営と組合活動について

理事長 北里 哲郎

住吉支部長 西田 喜代乃

港支部長 田口 美保子

2 R4.1 サロンと家族の絆

副理事長 中尾 清子

都島支部長 隈部 勝昭

堺支部長 黒田 敬一

3 R4.3 事業承継について

常務理事 澤田 洋一

和泉支部長 黒川 泰子

高槻支部長 對馬 寿彦

4 R4.4 今後の大阪美容組合への期待と希望

専務理事 立花 香

此花支部長 岡﨑 充宏

鶴見支部長 田中 利幸

5 R4.6 美容人生のこれまでとこれから

常務理事 中田 優子

枚方支部長 小山 チヅ子

茨木支部長 大西 與晶

6 R4.7 人との繋がりで楽しい美容人生

常務理事 谷井 英子

理事 足髙 博子

西成支部長 前田 和枝

7 R4.11 組織強化事業に取組み感じたこと
理事 萩平 浩一

理事 濵田 キヌ子

8 R5.3 「新たなる始まり」時代の移り変わりと支部の変化について 監事 川﨑 卓也

9 R5.4 美容師としての現役いつまで 理事 佐々木 秀樹

10 R5.6 支部との繋がりと今後の課題 城東支部長 大園 聖子

11 R5.11 組合加入促進活動への取り組みと支部活動について 泉佐野支部長 辻野 正明

第542号ＢＡおおさかニュース（3） 令和６年４月30日発行（年６回・30日発行）



令和５年度 臨時理事会 
開催日 令和6年3月13日㈬

＜1.＞員外理事立候補者自己PR

＜２.協議承認事項＞
第1号議案　ルアン株式会社様との推薦商社契約

について承認を求める件
第2号議案　役員費用弁償額について承認を求め

る件
第3号議案　本部管理下組合員の業務管理費取扱

いについて承認を求める件
第4号議案　「本部管理下組合員の取扱いについ

て（案）」ならびに「本部管理下組
合員への移行届」について承認を求
める件

第5号議案　本部管理下組合員への移行に伴う０
名支部の取扱いについて承認を求め
る件

第6号議案　本部管理下組合員への移行開始時期
について承認を求める件

第7号議案　組合員管理システム再構築に係る費
用支出について承認を求める件

第8号議案　組合加入促進キャンペーン継続につ
いて承認を求める件

第9号議案　トライアル加入キャンペーン継続に
ついて承認を求める件

第10号議案　都島支部支部長交代に伴う新支部長
委嘱について承認を求める件

＜3.報告事項＞
3 - 1　ブロック会議費の支払いについて
3 - 2　能登半島地震の義援金について支出ならび

に義援金協力最終金額について
3 - 3　第３ブロック ブロック長交代について
3 - 4　組合加入促進キャンペーン実績報告につい

て
3 - 5　「総合福祉共済制度による組合加入メリッ

トづくり」に係る奨励金について
3 - 6　大阪・近畿ブロック美容協議会研修会

「The road to victory」終了報告について
3 - 7　自主衛生管理講習会本部会場終了報告につ

いて
3 - 8　令和6年度第1回理事会開催日程について

理 事 会 報 告

総合福祉共済支払実績
令和 6 年 2 月 1 日～ 2 月 29 日

死 亡 保 険 金 0 0
災 害 死 亡 保 険 金 0 0
障 害 給 付 金 0 0
入 院 給 付 金 0 0
共 済 金  合 計 0 0

結 婚 2 80,000
第 一 子 誕 生 1 60,000
子 供 誕 生 1 20,000
人 間 ド ッ ク 0 0
入 院 0 0
銀 婚 0 0
金 婚 2 100,000
還 暦 2 20,000
古 希 1 10,000
長 寿 1 100,000
配 偶 者 死 亡 0 0
特 別 給 付 金  合 計 10 390,000

合 計 10 390,000

～新規加入サロンのご紹介～
令和 6 年 2 月 1 日～３月 31 日

支 部 オ ー ナ ー サロン名
トライアル 小栗栖 禎代 美容室エクボ
トライアル 上北 ゆかり 2nd Vintage
布　施 植村 智恵 未定

トライアル 萬本 連水 Like an Angel
トライアル 吉田 紀之 Rue de Noel
トライアル 林 希利子 MK HAIR

New Member

お友達のサロンで組合未加入サロンが
ございましたらご紹介ください。

詳しくは組合事務局までお問合せください。

組合事務局　TEL：06-6245-2612
                MAIL：baosaka@atlas.plala.or.jp

令和５年度 第７回理事会 
開催日 令和６年３月25日㈪

＜1.協議承認事項＞
第１号議案　役員費用弁償について承認を求める

件（継続審議）
第２号議案　員外理事立候補者について承認を求

める件
第３号議案　教育ならびに技術委員会廃止に伴う

「教育並びに技術委員会規程」の廃
止について承認を求める件

第４号議案　教育ならびに技術委員会廃止に伴う
「教育並びに技術委員内規」の廃止
について承認を求める件

第５号議案　第62回大阪府美容技術選手権大会
への第61回大会学生優勝者のエン
トリー招待について承認を求める件

第６号議案　第62回大阪府美容技術選手権大会
運営方法ならびに収支予算書（案）
について承認を求める件

第７号議案　第62回大阪府美容技術選手権大会
開催時会社説明会併催について承認
を求める件

第８号議案　ワールド美容様協力事業「カラー展
示講習会」終了報告ならびに収支決
算書について承認を求める件

第９号議案　PHOTO LESSON終了報告ならびに
収支決算書について承認を求める件

第10号議案　令和６事業年度事業計画（案）につ
いて承認を求める件

第11号議案　令和６事業年度の組合員に対する組
合費の賦課額及び徴収方法について
承認を求める件

第12号議案　令和６事業年度大阪府美容生活衛生
同業組合収支予算書（案）について
承認を求める件

第13号議案　令和６事業年度会員に対する大美生
火災共済会の会費の額及び徴収方法
について承認を求める件

第14号議案　令和６事業年度大美生火災共済会収
支予算書（案）について承認を求め
る件

第15号議案　令和６事業年度大美互助会収支予算
書（案）について承認を求める件

第16号議案　令和６事業年度大阪府美容会館会館
管理賦課額及び徴収方法について承
認を求める件

第17号議案　令和６事業年度大阪府美容会館収支
予算書（案）について承認を求める件

第18号議案　令和６事業年度大阪府美容生活衛生
同業組合災害積立金の額及び徴収方
法ならびに収支計算書について承認
を求める件

第19号議案　令和６事業年度借入金の額について
承認を求める件

第20号議案　各種手続き書類改訂について承認を
求める件

第21号議案　旭支部支部長交代に伴う新支部長委
嘱について承認を求める件

令和 6年能登半島地震義援金
ご協力の御礼
総額　2,904,003 円

支部ならびに個人様の善意に感謝申し上げます。

大阪府美容組合より連合会へ送金致します。

２
０
２
４
年
４
月
か
ら

が
変
わ
り
ま
す

労働契約の締結・更新のタイミングの労働条件明示事項が追加されます

明示のタイミング 新しく追加される明示事項

全ての労働契約の締結時と
有期労働契約の更新時

1．就業場所・業務の変更の範囲

有期労働契約の
締結時と更新時

2．更新上限（通算契約期間または更新回数の上限）の有無と内容

併せて、最初の労働契約の締結より後に更新上限を新設・短縮する
場合は、その理由を労働者にあらかじめ説明することが必要になり
ます。

無期転換ルール※に基づく
無期転換申込権が発生する

契約の更新時

3．無期転換申込機会

4．無期転換後の労働条件

併せて、無期転換後の労働条件を決定するに当たって、就業の実態
に応じて、正社員等とのバランスを考慮した事項について、有期契約
労働者に説明するよう努めなければならないこととなります。

※ 同一の使用者との間で、有期労働契約が通算５年を超えるときは、労働者の申込みにより、期間の定めの

ない労働契約（無期労働契約）に転換する制度です。

詳しくは裏面や

厚生労働省ホームページ

もご覧ください！
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